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本庁☎24 - 1111

吉田支所☎52 - 1111

三間支所☎58 - 3311

津島支所☎32 - 2721

宇和海支所☎62 - 0311

※詳しくは、お問い合わせください。

災害復興掲示板

　

前
田
さ
ん
は
農
林
水
産
省
の
支
援
チ
ー

ム
と
し
て
平
成
30
年
７
月
豪
雨
直
後
に
現

地
入
り
し
、
市
役
所
や
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
な

ど
を
拠
点
に
農
業
被
害
の
状
況
把
握
に
あ

た
り
ま
し
た
。「
こ
の
状
況
に
寄
り
添
い
、

現
場
が
何
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
を
国

や
関
係
機
関
に
伝
え
る
こ
と
が
私
の
使

命
」
と
前
田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

前
田
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
き
た

園
地
の
復
興
の
中
で
も
、
今
回
は
少
し

違
っ
た
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
か
ん

き
つ
は
野
菜
な
ど
と
は
異
な
り
、
新
し
い

苗
木
を
植
え
て
か
ら
木
が
育
つ
ま
で
に
年

月
が
か
か
る
た
め
、
未
収
益
期
間
が
長
期

に
わ
た
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
な
か
な
か

農業復興統括官
前田　安正 さん

農業復興のノウハウを

ここ、宇和島で生かす

復興へのあゆみ

 vol. ２

復
興
に
向
け
て
進
ん
で
い
る
と
い
う
実
感

が
湧
き
に
く
く
、
不
安
を
抱
く
か
ん
き
つ

農
家
が
多
い
そ
う
で
す
。

　

現
在
前
田
さ
ん
は
、
現
地
調
査
を
通
し

て
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
課
題
や
悩
み
を
聞
き
取

り
、
解
決
に
向
け
た
補
助
事
業
の
紹
介
や

助
言
を
し
て
、
復
興
に
向
け
た
農
家
の
取

り
組
み
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
園
地
整
備
や
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
の
復
旧
な
ど
現
地
が
抱
え
る
課
題
は

数
多
く
あ
り
ま
す
。「
こ
の
現
状
を
国
に

伝
え
、
現
地
と
国
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

必
要
な
支
援
を
求
め
て
い
き
た
い
」
と
今

後
に
つ
い
て
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　復興に向けて―。あゆみ進める人を紹介

します。

　元農林水産省職員。４月に市役所産業経済部内に設
置された農業復興統括官に着任。東日本大震災や九州
北部豪雨でも農産物の復旧・復興にかかわってきたノ
ウハウを生かし、本市の復旧・復興に取り組む。
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平成30年７月豪雨 宇和島市追悼式

　平成30年７月豪雨から１年を迎えるにあたり、
犠牲となられた方々へのご冥福をお祈りし、深い
追悼の意を表すとともに、復興への想いを新たに
するため追悼式を執り行います。
【と　き】７月７日㈰ 午前10時～（開場：午前９
時～）
【ところ】吉田公民館 
※ 当日は宇和島ケーブルテレビの生中継を行いま
す。また、吉田公民館 視聴覚室でも追悼式の様
子を視聴できます。なお、献花については午後
１時まで受け付けます。

【注意事項】

▼参列する人は、当日受付までお越しください。

▼ 駐車場には限りがあります。できる限り公共交
通機関を利用してください。

【問合先】市長公室☎内線2415

義援金の配分（第４次配分） 

【配分額】

▼追加配分に対する新たな申請は不要です。

▼口座振替をもって義援金支給決定通知書に代えます。申請した人で不支給となった場合は、個別通知します。
【申請期限】６月28日㈮まで（義援金募集期間の延長により、申請期限についても延長される場合があります）
【受付場所】市役所 福祉課福祉総務係、吉田・三間・津島支所 福祉環境係、宇和海支所
【問合先】財政課財政係☎49 - 7008

第１～４次配分合計額 第４次追加額

（参　考）
申請方法

県　分 市　分 合　計

人
的
被
害

死亡者の遺族 300万円 45万円 345万円 ‒ 申請の必要はありません。

重
傷
者

３ヵ月以上の治療

を要する
30万円 16万５千円 46万５千円 ‒

被災見舞金と同時に受け付けます。１ヵ月以上３ヵ月未

満の治療を要する
30万円 ４万５千円 34万５千円 ‒

軽傷者 ‒ ２万円 ２万円 ‒

住
家
被
害

全壊 226万円 25万９千円 251万９千円 30万９千円

被災見舞金と同時に受け付けます。大規模半壊・半壊 113万円 14万８千円 127万８千円 15万８千円

床上浸水 45万円 ５万５千円 50万５千円 ５万円

一
部
破
損

土砂被害 22万円 ５万５千円 27万５千円 ２万円 罹災証明書（写し可）通帳またはキャッ

シュカードのコピーを持参してください。そのほか ‒ ５万５千円 ５万５千円 ‒

被災した家屋などの解体・撤去・処分

　平成30年７月豪雨により被災した家屋などにつ
いて、市が所有者に代わり解体・撤去します。
【受　付】６月28日㈮まで（執務時間中）
※相談受付については６月14日㈮まで。
【対　象】罹災証明書で全壊・大規模半壊・半壊の
判定を受けた住家（住家以外も対象となる場合が
あります）
【申請・問合先】都市整備課☎49 - 7027

地域文化活動助成制度の募集

　被災地における文化活動団体・グループを対象
に、物品の新調・修繕などの活動再開にかかる費
用を助成します（上限50万円）。
【申込・問合先】８月30日㈮までに伊予銀
行広報ＣＳＲ室☎089 - 941 - 1141 
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